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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成28年8月12日(2016.8.12)

【公表番号】特表2010-532248(P2010-532248A)
【公表日】平成22年10月7日(2010.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-040
【出願番号】特願2010-511634(P2010-511634)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ   8/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  51/235    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  57/055    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/88     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/89     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ    8/02     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ   51/235    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   57/055    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   23/88     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ  307/89     　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年6月22日(2016.6.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機出発化合物の不均一触媒化部分気相酸化の実施に好適な触媒固床を、束管反応器の
反応管に充填させる目的のために、前記反応管中に環状シェル触媒Ｋを装填する方法にお
いて、前記環状シェル触媒Ｋは、その製造の際に形成される環状シェル触媒Ｋの対を、環
状シェル触媒Ｋの対を取り出す工程の前に、生産装入量中で、生産装入量の全量に対して
＞０質量％かつ≦５質量％含有しており、かつ、反応管へ装入すべき部分量を取り出し後
であって各反応管への装入前に、環状シェル触媒Ｋの対を、少なくとも１生産装入量中で
製造の際に生じる環状シェル触媒Ｋの対の全量に対して、少なくとも８０質量％まで取り
出された部分量から除去することを特徴とする方法。
【請求項２】
　環状シェル触媒Ｋの対が、環状シェル触媒Ｋの対を取り出す工程の前に、生産装入量中
に、生産装入量の全量に対して≧０．００５質量％、かつ≦５質量％含まれることを特徴
とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　環状シェル触媒Ｋの対が、環状シェル触媒Ｋの対を取り出す工程の前に、生産装入量中
に、生産装入量の全量に対して≧０．０１質量％、かつ≦５質量％含まれる、請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　環状シェル触媒Ｋから除去した対が、融合対であることを特徴とする、請求項１～３ま
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でのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　環状シェル触媒Ｋから除去した対が、タンデム対であることを特徴とする、請求項１～
３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　シェル触媒Ｋは、環状担体成形体及びこの上に塗布された活性物質を含むシェルから成
り、この際、環状担体成形体の外径は４～１０ｍｍであり、その高さは２～１０ｍｍであ
り、かつその壁厚は１～４ｍｍである、請求項１～５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　活性物質は、少なくとも１種の多元素酸化物を含有する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　多元素酸化物は、
ａ）元素Ｍｏ、Ｆｅ及びＢｉ、又は
ｂ）元素Ｍｏ及びＶ、又は
ｃ）元素Ｖ及び付加的にＰ及び／又はＴｉ
を含有するものである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　対の分離は、篩を用いる篩分法によって行なわれる、請求項１～８までのいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１０】
　環状シェル触媒Ｋの外径Ａと高さＨとの間で、関係　Ｈ≦０．５・Ａ　が満たされ、篩
は、篩孔Ｏ１を有し、その閉じた輪郭線で、側長Ｌ及びＣを有する長方形Ｒは、条件Ｍ１

：
　Ｌ＞Ａ≧２Ｈ＞Ｃ＞Ｈ
下に内接し得るが、条件Ｍ１

＊：
　Ｌ＞Ｃ≧２Ｈ
下にはもはや内接し得ない、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　環状シェル触媒Ｋの外径Ａと高さＨとの間で、条件Ａ≧Ｈ＞０．５・Ａ　が満たされ、
篩は、篩孔Ｏ３を有し、その閉じた輪郭線で、側長Ｌ及びＣを有する長方形Ｒは、条件Ｍ

３：
　Ｌ＞Ａ＜２Ｈ＞Ｃ＞Ｈ
下に内接し得るが、条件Ｍ３

＊：
　Ｌ≧Ｃ≧２Ｈ
下にはもはや内接し得ない、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　篩孔Ｏ１は、側長Ｌ及びＣを有する長方形である、請求項１０に記載に方法。
【請求項１３】
　篩孔Ｏ３は、側長Ｌ及びＣを有する長方形である、請求項１１に記載に方法。
【請求項１４】
　篩孔Ｏ１は、側長Ｌ及びＣを有する長方形から誘導される細長い孔である、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１５】
　篩孔Ｏ３は、側長Ｌ及びＣを有する長方形から誘導される細長い孔である、請求項１１
に記載の方法。
【請求項１６】
　有機出発化合物の不均一触媒化部分気相酸化の方法は、触媒固床で充填された反応管中
で続けて行なわれる、請求項１～１５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　不均一触媒化部分気相酸化は、アクロレインからアクリル酸への気相酸化又はｏ‐キシ
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ロール及び／又はナフタリンから無水フタル酸への気相酸化である、請求項１６に記載の
方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１００】
　この背景に対して、前記の環状シェル触媒Ｋの少なくとも１生産装入量から（又はこの
取り出した部分量から）の対の本発明による分離のために、篩孔Ｏ１を有する篩を用いる
篩分法が推奨され、その閉じた輪郭線で、側長Ｌ及びＣを有する長方形Ｒは、条件Ｍ１：
　　　　　　　　Ｌ＞Ａ≧２Ｈ＞Ｃ＞Ｈ
下で内接し得るが、条件Ｍ１

＊：
　　　　　　　　Ｌ＞Ｃ≧２Ｈ
下ではもはや内接し得ない。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
　前記の環状シェル触媒Ｋの場合には、篩孔Ｏ２を有する篩を用いる篩分法が有利に推奨
され、その閉じた輪郭線で、側長Ｌ及びＣを有する長方形Ｒは、条件Ｍ２：
　　　　　　　Ｌ＞Ａ≧２Ｈ＞１．７５Ｈ≧Ｃ≧１．２５Ｈ
で内接し得るが、条件Ｍ２

＊：
　　　　　　　Ｌ＞Ｃ＞１．７５Ｈ
ではもはや内接し得ない。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０５】
　図１が示すように、使用技術的に有利に、篩孔Ｏ１の閉じた輪郭線も、篩孔Ｏ２の閉じ
た輪郭線も、側長Ｌ及びＣを有する長方形である（本明細書では、簡素化された慣用言語
で、篩孔の閉じた輪郭線幾何学的形は、しばしば“篩孔の幾何学的形”とも表示される）
。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０９】
　この背景に対して、そのような（前記の）環状シェル触媒Ｋの少なくとも１生産装入量
から（又はこれから取り出された部分量から）の対の本発明による除去のために、篩孔Ｏ

３を有する篩を用いる篩分法が推奨され、その閉じた輪郭線では、側長Ｌ及びＣを有する
長方形Ｒは、条件Ｍ３：
　　　　　　　　Ｌ＞Ａ＜２Ｈ＞Ｃ＞Ｈ
下に内接し得るが、しかし条件Ｍ３＊：
　　　　　　　　Ｌ≧Ｃ≧２Ｈ
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下ではもはや内接し得ない。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１０】
　前記の環状シェル触媒Ｋの場合には、篩孔Ｏ４を有する篩を用いる篩分法が有利に推奨
され、その閉じた輪郭線で、側長Ｌ及びＣを有する長方形Ｒは、条件Ｍ４：
　　　　　　　　２Ａ＞Ｌ＞Ａ＜２Ｈ＞Ｃ＞Ｈ
下で内接し得るが、条件Ｍ４

＊：
　　　　　　　　Ｌ≧Ｃ≧２Ｈ
下ではもはや内接し得ない。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１１】
　前記の環状シェル触媒Ｋの場合には、篩孔Ｏ５を有する篩を用いる篩分法が特に有利に
推奨され、その閉じた輪郭線で、側長Ｌ及びＣを有する長方形Ｒは、条件Ｍ５：
　　　　　　　　２Ｈ＞Ｌ＞Ａ＜２Ｈ＞Ｃ＞Ｈ
下で内接し得るが、条件Ｍ５

＊：
　　　　　　　　Ｌ≧Ｃ≧２Ｈ
下ではもはや内接し得ない。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１３】
　使用技術的に有利に、篩孔Ｏ３、Ｏ４又はＯ５の閉じた輪郭線とは、各々側長Ｌ及びＣ
を有する長方形でもある（有利に、Ｌ＝Ｃの正方形の特殊形）。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３８】
　この場合には、本発明により有利に、シェル触媒環対（及び場合によりその他のシェル
触媒環多産体）を、本発明による方法で、最上位の篩で、篩分残渣として少なくとも部分
的に分離する。これに対して、所望のシェル触媒環Ｋ及び場合によりシェル触媒環Ｋに比
べてより微粉砕の篩分物質成分を、最上位の篩床からその下にある篩床に通過させる。そ
の篩孔は、例えば、ＵＳ‐Ａ７１４７０１１及びＥＰ‐Ａ１７２６３５８の論説に従って
、シェル触媒環Ｋが篩分残渣（過大粒）を、かつ篩分物質の微粉砕成分が篩通過分（過小
粒）となるように形成され得る。しかし、ＵＳ‐Ａ７１４７０１１及びＥＰ‐Ａ１７２６
３５８の論説に対して選択的に、Ａ≧Ｈの条件下に形状寸法ＡｘＩｘＨを有する環状シェ
ル触媒Ｋ及び過大粒としての環状シェル触媒Ｋの取得の目標に関して、篩床の篩孔は、そ
の閉じた輪郭線が、側長Ｌ＊及びＣ＊を有する長方形の２つの平行側と同様に、少なくと
も１つの長さＬ＊を越えて距離Ｃ＊で対立する、各々少なくとも２つの直線区分を有する
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ように形成されてもよいが、この際、篩孔の輪郭線上にある輪郭ポイントＰを通過する、
側長Ｃ＊を有する理論上の長方形側に対する各平行線が、輪郭線上にある更なるポイント
を持たず、輪郭線ポイントＰへのその距離が＞Ｃ＊であり、かつ同時に、関係Ｌ＊＞Ａ≧
Ｈ＞Ｃ＊≧（Ａ－Ｉ）／２が満たされているという条件が伴う。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８０】
【図１】図１は、篩孔の閉じた輪郭線を示す。
【図２】図２は、篩孔の閉じた輪郭線を示す。
【図３】図３は、篩孔の閉じた輪郭線を示す。
【図４】図４は、篩孔の閉じた輪郭線を示す。
【図５】図５は、篩組織の１つの例証図を示す。
【図６】図６は、格子の１つの例証図を示す。
【図７】図７は、篩孔配列の１つの例証図を示す。
【図８】図８は、篩孔配列の１つの例証図を示す。
【図９】図９は、篩孔配列の１つの例証図を示す。
【図１０】図１０は、篩孔配列の１つの例証図を示す。
【図１１】図１１は、篩孔配列の１つの例証図を示す。
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